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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公開番号】特開2014-55198(P2014-55198A)
【公開日】平成26年3月27日(2014.3.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-016
【出願番号】特願2012-199040(P2012-199040)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/00     　　　　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月4日(2015.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料前駆体および顔料合成時の副生成物の含有量が５重量％以下であるであるイソイン
ドリン系顔料（２）と、顔料分散剤と、モノマーとを含有することを特徴とする活性エネ
ルギー線硬化型インクジェットインキ。
【請求項２】
　イソインドリン系顔料（２）が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１８５であ
ることを特徴とする請求項１記載の活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ。
【請求項３】
　モノマーが、ＥＯまたはＰＯを主骨格としたモノマーをインキ全量中に４０～９０重量
％含有することを特徴とする請求項１または２記載の活性エネルギー線硬化型インクジェ
ットインキ。
【請求項４】
　さらに、有機溶剤をインキ全量中に１０重量％以下含有することを特徴とする請求項１
～３いずれか記載の活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ。
【請求項５】
　合成後のイソインドリン系顔料（１）を溶剤で洗浄し、顔料前駆体および顔料合成時の
副生成物の含有量が５重量％以下であるであるイソインドリン系顔料（２）を得、前記イ
ソインドリン系顔料（２）と、顔料分散剤と、モノマーとを混合することを特徴とする活
性エネルギー線硬化型インクジェットインキの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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　すなわち本発明は、顔料前駆体および顔料合成時の副生成物の含有量が５重量％以下で
あるであるイソインドリン系顔料（２）と、顔料分散剤と、モノマーとを含有することを
特徴とする活性エネルギー線硬化型インクジェットインキに関するものである。
　さらに本発明は、イソインドリン系顔料（２）が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ　１８５であることを特徴とする上記活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ
に関するものである。
　さらに本発明は、モノマーが、ＥＯまたはＰＯを主骨格としたモノマーをインキ全量中
に４０～９０重量％含有することを特徴とする上記活性エネルギー線硬化型インクジェッ
トインキに関するものである。
　さらに本発明は、さらに、有機溶剤をインキ全量中に１０重量％以下含有することを特
徴とする上記活性エネルギー線硬化型インクジェットインキに関するものである。
　さらに本発明は、合成後のイソインドリン系顔料（１）を溶剤で洗浄し、顔料前駆体お
よび顔料合成時の副生成物の含有量が５重量％以下であるであるイソインドリン系顔料（
２）を得、前記イソインドリン系顔料（２）と、顔料分散剤と、モノマーとを混合するこ
とを特徴とする活性エネルギー線硬化型インクジェットインキの製造方法に関するもので
ある。
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